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　 水 族 館 で も 人 気 の ウ ミ ガ メ で す が 、 恩 納 村 に も ウ ミ ガ メ が 産 卵 の

た め 上 陸 す る ビ ー チ が 数 カ 所 確 認 さ れ て い ま す 。 意 外 と 身 近 に い る

ウ ミ ガ メ に つ い て 、 今 回 は 一 般 財 団 法 人 沖 縄 美 ら 島 財 団 美 ら 島 自 然

学 校 ス タ ッ フ か ら ウ ミ ガ メ の 生 態 や 特 徴 に つ い て 紹 介 し て い た だ き

ま す 。 甲 羅 や ウ ミ ガ メ 剥 製 （ ア オ ウ ミ ガ メ ・ タ イ マ イ ） も や っ て き ま す 。

講 座 を と お し て 、 生 物 保 護 や 自 然 環 境 の 保 全 に つ い て 考 え て み ま

せ ん か 。

　 幼 生 の 一 時 期 を 除 い て 、 生 涯 の 大 部 分 を 陸 上 で 生 活

す る 原 始 的 な イ モ リ で す 。 体 の 大 き さ は 、 尾 も 含 め る と

1 3 ～ 1 7 c m 程 度 で す 。 体 の 側 面 に 張 り 出 し た 肋 骨 が イ ボ

の よ う に 見 え る こ と か ら 「 イ ボ イ モ リ 」 と 呼 ば れ て い ま す 。

沖 縄 島 で は う る ま 市 以 北 に 普 通 に 見 ら れ る が 、 南 部 の 南 城

市 に も 生 息 し て い る よ う で す 。 恩 納 村 で の 生 息 は 戦 前 か ら

知 ら れ て お り 、『 恩 納 村 誌 』 自 然 編 の 調 査 で は 伊 武 部 、 名

嘉 真 、 喜 瀬 武 原 、 安 富 祖 、 瀬 良 垣 、 恩 納 、 屋 嘉 田 、 赤 間 、 谷

茶 、 冨 着 、 仲 泊 、 山 田 、 塩 屋 、 宇 加 地 で 見 つ か り 、 ほ ぼ 全 域

で 普 通 に 生 息 し て い る こ と が 確 認 さ れ て い ま す 。 各 地 で

成 体 だ け で な く 、 幼 生 、 卵 も 見 つ か っ て い る こ と か ら 、 恩 納

村 内 で 繁 殖 し て い る こ と も 確 認 さ れ ま し た 。

　 博 物 館 で は イ ボ イ モ リ が 希 少 野 生 動 植 物 種 に 指 定 さ

れ て い る た め 、 レ プ リ カ を 製 作 し ま し た 。

令 和 6 年 度 恩 納 村 博 物 館 講 座

「 ウ ミ ガ メ の ヒ ミ ツ を 知 ろ う ！ － ウ ミ ガ メ の 一 生 － 」

村 内 で  確  認 さ れ る 両 生 類 の 紹 介

参 加 者

  募  集 ！

砂 浜 で 孵 化 し た ウ ミ ガ メ の 赤 ち ゃ ん

【 参 考 文 献 】 恩 納 村 誌 編 さ ん 委 員 会 2 0 1 4 『 恩 納 村 誌 』 第 １ 巻 自 然 編

• 沖 縄 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ： 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類

• 環 境 省 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ： 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類

• 沖 縄 県 指 定 天 然 記 念 物

• 国 内 希 少 野 生 動 植 物 種

※ 国 内 希 少 野 生 動 植 物 種 は 、「 種 の 保 存 法 」

　 に 基 づ き 、 個 体 の 捕 獲 ・ 採 取 や 譲 渡 し 等

　 が 原 則 と し て 禁 止 さ れ て い ま す 。

申 込
フ ォ ー  ム

前 回 の 講 座 の 様 子

開 催 日 時 9 月 2 2 日 （ 日 ）1 4 ： 0 0 ～ 1 5 ： 3 0

恩 納 村 博 物 館 1 階 研 修 室会 場

小 学 校 3 年 生 ～ 中 学 校 3 年 生 ※ 一 般 の 方 も 参 加 可 能 で す主 な 対 象

3 0 名 （ 事 前 申 込 制 先 着 順 、 村 民 優 先 ）定 員

無 料参 加 費

申 込 フ ォ ー ム （ h t t p s: / /l o g of o r m. j p /f / 2 Y w C k ）申 込 方 法

参 加 申 込 村 民 の 方

村 外 に お 住 い の 方

8 月 3 0 日 （ 金 ） ～ 9 月 1 5 日 （ 日 ）1 7 ： 0 0

9 月 7 日 （ 土 ） ～ 1 5 日 （ 日 ）1 7 ： 0 0

オ キ ナ ワ イ ボ イ モ リ
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